
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

会

の

開

催

員

会

担

当

課

（

室

）

目

次

【

】

告

示

○

岡

山

県

児

島

湖

流

域

下

水

道

児

島

湖

浄

化

セ

ン

都

市

計

画

課

タ

ー

の

下

水

汚

泥

運

搬

の

調

達

契

約

に

係

る

入

札

参

加

資

格

審

査

要

領

の

一

部

改

正
（

県

例

規

集

登

載

）

○

環

境

管

理

課

特

定

施

設

の

設

置

及

び

構

造

等

の

変

更

の

許

可

申

請

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

の

更

新

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

辞

退

○

指

定

地

域

相

談

支

援

の

事

業

の

廃

止

の

届

出

指

導

監

査

課

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

治

山

課

○

児

島

湖

流

域

下

水

道

児

島

湖

浄

化

セ

ン

タ

ー

の

都

市

計

画

課

下

水

汚

泥

運

搬

の

調

達

契

約

に

係

る

入

札

参

加

資

格

を

得

よ

う

と

す

る

者

の

資

格

審

査

の

実

施

【

】

公

告

○

公

共

測
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の

実
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】
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員

会
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習
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指
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の
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正

運

転
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許

課

【

】

内

水

面

漁

場

管

理

委

員

会

○

第

二

百

五
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回

岡
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内
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管

理

委
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報
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
号

岡
山
県
児
島
湖
流
域
下
水
道
児
島
湖
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
下
水
汚
泥
運
搬
の
調
達
契
約
に
係
る
入
札
参

（

）

。

加
資
格
審
査
要
領

平
成
十
九
年
岡
山
県
告
示
第
五
百
五
十
七
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

令
和
六
年
十
二
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

第
四
条
第
一
項
中
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
を
一
号

ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
十
条
第
三
号
中
「
第
四
条
第
一
項
第
十
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
九
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
一
号 

 

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
及
び
第
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
及
び
構
造
等
の
変
更
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
し
、
及
び
そ
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に

供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
二
月
六
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

１
 

申
請

の
概

要
 

 
(
1
)
 
申

請
者

の
氏

名
又

は
名

称
及

び
住

所
並

び
に

法
人

に
あ

っ
て

は
、

そ
の

代
表

者
の

氏
名

 

 
 

名
 

称
 

サ
ッ

ポ
ロ

ビ
ー

ル
株

式
会

社
 

 
 

住
 

所
 

東
京

都
渋

谷
区

恵
比

寿
四

丁
目

2
0
番

１
号

 

 
 

氏
 

名
 

代
表

取
締

役
社

長
 

野
瀬

 
裕

之
 

 
(
2
)
 
工

場
又

は
事

業
場

の
名

称
及

び
所

在
地

 

 
 

名
 

称
 

サ
ッ

ポ
ロ

ビ
ー

ル
株

式
会

社
岡

山
ワ

イ
ナ

リ
ー

 

 
 

所
在

地
 

岡
山

県
赤

磐
市

東
軽

部
1
5
5
6
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(3) 特定施設に関する事項 

区 分 新   設 新   設 新   設 新   設 

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 32 33 34 35 

種 類 

10－ロ 

飲料製造業の用に供する

洗浄施設 

10－イ 

飲料製造業の用に供する

原料処理施設 

10－ハ 

飲料製造業の用に供する

搾汁施設 

10－ロ 

飲料製造業の用に供する

洗浄施設 

能 力 600 本／h 12～18t／h 0.8～1.1t／h 500 本／h 

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに 
 

同左 

 

 

同左 

 

 

同左 

 

工 事 完 成 予 定 年 月 日 工事着手後、2 週間程度 

使 用 開 始 予 定 年 月 日 工事完成後直ちに 

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並

びにその使用に季節的変動がある場合はそ

の概要 

5 時間／日 
5 時間／日 

8～10 月 
同左 5 時間／日 

使用時におい

て当該特定施

設から排出さ

れる汚水等の

汚染状態の通

常の値及び最

大の値並びに

当該汚水等の

通常の量及び

最大の量 

区     分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 

水 量（㎥/日） 1.5 2 0.3 0.7 0.7 1.7 0.5 1.0 

ｐ Ｈ 6.5～7.5 6.5～11.5 5～7 3.6～7 同左 6.5～7.5 6.5～11.5 

ＢＯＤ（mg/Ｌ） 1,000 1,300 1,000 1,500 1,500 2,000 1,000 1,300 

ＣＯＤ（mg/Ｌ） 500 560 500 750 350 750 500 560 

Ｓ Ｓ（mg/Ｌ） 200 250 500 500 300 300 200 250 

油 分（mg/Ｌ） 2 2 

同左 同左 同左 

Ｔ－Ｎ（mg/Ｌ） 50 50 

Ｔ－Ｐ（mg/Ｌ） 10 10 

大腸菌群数（個/cm3） 3,000 以下 3,000 以下 

大腸菌数（CFU/mL） 800 以下 800 以下 

備考 種類は、水質汚濁防止法施行令（昭和 46 年政令第 188 号）別表第１の号番号及び名称とする。 
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区 分 新   設 新   設 新   設 新   設 

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 36 37 38 39 

種 類 

10－ロ 

飲料製造業の用に供する

洗浄施設 

10－ニ 

飲料製造業の用に供する

ろ過施設 
同左 同左 

能 力 800 本／h 3kL／h 

同左 同左 

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに 
 

同左 

 

工 事 完 成 予 定 年 月 日 工事着手後、2 週間程度 

使 用 開 始 予 定 年 月 日 工事完成後直ちに 

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並

びにその使用に季節的変動がある場合はそ

の概要 

5 時間／日 同左 同左 同左 

使用時におい

て当該特定施

設から排出さ

れる汚水等の

汚染状態の通

常の値及び最

大の値並びに

当該汚水等の

通常の量及び

最大の量 

区     分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 

水 量（㎥/日） 0.5 1.0 同左 0.3 0.7 0.6 1.4 

ｐ Ｈ 6.5～7.5 6.5～11.5 5～7 3.6～7 同左 同左 

ＢＯＤ（mg/Ｌ） 1,000 1,300 1,500 2,500 500 750 1,500 2,500 

ＣＯＤ（mg/Ｌ） 500 560 1,000 1,500 300 375 1,000 1,500 

Ｓ Ｓ（mg/Ｌ） 200 250 1,000 1,500 100 125 1,000 1,500 

油 分（mg/Ｌ） 2 2 

同左 同左 同左 

Ｔ－Ｎ（mg/Ｌ） 50 50 

Ｔ－Ｐ（mg/Ｌ） 10 10 

大腸菌群数（個/cm3） 3,000 以下 3,000 以下 

大腸菌数（CFU/mL） 800 以下 800 以下 

備考 種類は、水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする。 
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区 分 廃   止 

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 18 

種 類 

10－ニ 

飲料製造業の用に供する

ろ過施設 

能 力 20kL／h 

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並

びにその使用に季節的変動がある場合はそ

の概要 

8 時間／日 

使用時におい

て当該特定施

設から排出さ

れる汚水等の

汚染状態の通

常の値及び最

大の値並びに

当該汚水等の

通常の量及び

最大の量 

区     分 通 常 最 大 

水 量（㎥/日） 11 11 

ｐ Ｈ 5～7 5～7 

ＢＯＤ（mg/Ｌ） 1,500 2,500 

ＣＯＤ（mg/Ｌ） 1,000 1,500 

Ｓ Ｓ（mg/Ｌ） 1,000 1,500 

油 分（mg/Ｌ） 2 2 

Ｔ－Ｎ（mg/Ｌ） 50 50 

Ｔ－Ｐ（mg/Ｌ） 10 10 

大腸菌群数（個/cm3） 3,000 以下 3,000 以下 

大腸菌数（CFU/mL） 800 以下 800 以下 

備考 種類は、水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする。 
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 (4) 汚水等の処理施設に関する事項 

区 分 変 更 前 変 更 後 

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 排水終末処理施設 

同左 

種 類 及 び 型 式 標準活性汚泥法 

構 造 鉄筋コンクリート造 

主 要 寸 法 長さ 45m、幅 17.25m、高さ 7.3m 

能 力 526m3/日 

処 理 の 方 法 活性汚泥法、凝縮沈殿装置、砂・活性炭ろ過装置 

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに 

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに 

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに 

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並びにその

使用に季節的変動がある場合はその概要 
連続 24 時間 同左 

使用時における当該汚

水等の処理施設による

処理前及び処理後の汚

水等の汚染状態の通常

の値及び最大の値並び

に当該汚水等の通常の

量及び最大の量 

区     分 
処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後 

通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 

水 量（㎥/日） 427 526 427 526 421 525 421 525 

ｐ Ｈ 5～10 5～11 5.8～8.6 5.8～8.6 同左 

ＢＯＤ（mg/Ｌ） 890 1,294 10 10 877 1,276 10 10 

ＣＯＤ（mg/Ｌ） 541 701 10 10 530 686 10 10 

Ｓ Ｓ（mg/Ｌ） 386 477 10 10 370 476 10 10 

油 分（mg/Ｌ） 5 5 5 5 

同左 

Ｔ－Ｎ（mg/Ｌ） 34 34 5 5 

Ｔ－Ｐ（mg/Ｌ） 10 10 3 3 

大腸菌群数（個/㎤） 3,000 以下 3,000 以下 3,000 以下 3,000 以下 

大腸菌数（CFU/mL） 800 以下 800 以下 800 以下 800 以下 

 

令和６年１２月６日　岡山県公報　第１２６５８号



 (5) 排水口に関する事項 

排 水 口 番 号 N0.1 No.1 

区 分 
変 更 前 変 更 後 

通 常 最 大 通 常 最 大 

水 量（㎥/日） 427 526 421 525 

ｐ Ｈ 5.8～8.6 

同左 

ＢＯＤ（mg/Ｌ） 10 10 

ＣＯＤ（mg/Ｌ） 10 10 

Ｓ Ｓ（mg/Ｌ） 10 10 

油 分（mg/Ｌ） 5 5 

Ｔ－Ｎ（mg/Ｌ） 5 5 

Ｔ－Ｐ（mg/Ｌ） 3 3 

大腸菌群数（個/㎤） 3,000 以下 3,000 以下 

大腸菌数（CFU/mL） 800 以下 800 以下 

２ 縦覧の期間及び場所 

 (1) 期 間 令和６年 12 月６日から同月 27 日まで 

 (2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び赤磐市役所 

       ホームページ https://www.pref.okayama.jp/soshiki/29/ 
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
二
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。 

令
和
六
年
十
二
月
六
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

更
新
年
月
日 

い
ほ
り
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

倉
敷
市
藤
戸
町
藤
戸
一
三
八
四
―
三 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
六
年
十
二
月
一
日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
三
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
六
年
十
二
月
六
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

辞
退
年
月
日 

キ
ラ
き
ら
薬
局
上
成
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

倉
敷
市
玉
島
上
成
五
三
七
―
五 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
六
年
十
月
三
十
一
日 

ク
オ
ー
ル
薬
局
高
梁
南
町
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
梁
市
南
町
七
九 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
六
年
十
一
月
五
日 

お
か
や
ま
薬
局
総
社
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総
社
市
岡
谷
一
二
一
―
一
四 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
六
年
十
一
月
三
十
日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
四
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
地
域
相
談
支
援
の
事
業
を
廃

止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
六
年
十
二
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

愛
の
実
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

  

２  

所
在
地 

総
社
市
黒
尾
六
三
二
番
地 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 

一
般
社
団
法
人
愛
の
実 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

総
社
市
黒
尾
六
三
二
番
地 

三 

廃
止
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
三
十
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
三
〇
八
〇
〇
〇
六
五 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

地
域
移
行
支
援
、
地
域
定
着
支
援 
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

赤
磐
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

公
衆
の
保
健

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
赤

「

磐
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
六
号

令
和
七
年
度
に
お
け
る
児
島
湖
流
域
下
水
道
児
島
湖
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
下
水
汚
泥
運
搬
の
調
達
契
約

に
係
る
入
札
参
加
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
の
資
格
審
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

調
達
の
対
象
と
な
る
下
水
汚
泥
運
搬
の
概
要

１

種
類

下
水
汚
泥
（
産
業
廃
棄
物
）
の
運
搬

２

積
込
場
所

児
島
湖
流
域
下
水
道
児
島
湖
浄
化
セ
ン
タ
ー

玉
野
市
東
七
区
四
五
三
番
地

３

荷
下
場
所

水
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

倉
敷
市
水
島
川
崎
通
一
丁
目
一
八
番

４

積
込
場
所
で
の
運
搬
車
両
の
稼
働
可
能
時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

二

入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

１

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
者

２

県
税
、
市
町
村
税
、
法
人
税
又
は
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
滞
納
し
て
い
る
者
（
そ
の
延
滞

金
が
未
納
で
あ
る
者
を
含
む

）
。

３

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
四
条

第
一
項
に
規
定
す
る
知
事
の
許
可
（
汚
泥
に
係
る
も
の
）
を
受
け
て
い
な
い
者

４

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
三
条
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い

者
５

電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
に
加
入
し
て
い
な
い
者

６

県
内
に
本
社
又
は
本
店
を
有
し
て
い
な
い
者

７

平
成
十
六
年
度
以
降
の
い
ず
れ
か
の
年
度
に
お
い
て
、
県
内
に
お
け
る
下
水
道
法
（
昭
和
三
十

三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
又
は
同
条
第
四
号
に
規
定
す

る
流
域
下
水
道
に
係
る
下
水
汚
泥
（
以
下
「
下
水
汚
泥
」
と
い
う

）
を
千
ト
ン
以
上
運
搬
し
た

。

実
績
を
有
し
て
い
な
い
者

８

次
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
個
人
又
は
そ
の
役
員
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
九
条
第
二
十
一
号
ロ
に
規
定
す

る
役
員
を
い
う

）
が
次
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
法
人

。

暴
力
団
員
等
（
岡
山
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
七
号
）
第

（１）
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
等
を
い
う
。

及
び

に
お
い
て
同
じ

）
に
該
当
す
る

。

（２）

（３）

者
暴
力
団
（
岡
山
県
暴
力
団
排
除
条
例
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。

に
お

（２）

（３）

い
て
同
じ

）
又
は
暴
力
団
員
等
の
統
制
下
に
あ
る
者

。

暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
等
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有
し
て
い
る
者

（３）
９

８

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
者
が
そ
の
経
営
に
実
質
的
に
関
与
し
て
い
る
者

（１）

（３）

過
去
二
年
以
内
に
お
い
て
、
８
又
は
９
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
入

10
札
参
加
資
格
の
取
消
し
を
受
け
た
者

三

入
札
参
加
資
格
の
審
査
の
申
請
手
続

１

提
出
書
類
（
官
公
署
の
証
明
に
係
る
書
類
は
、
発
行
後
三
月
以
内
の
も
の
に
限
る

）
。

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

（１）

法
人
に
あ
っ
て
は
登
記
事
項
証
明
書
、
個
人
に
あ
っ
て
は
本
籍
地
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る

（２）
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身
分
証
明
書

県
民
局
長
が
発
行
す
る
県
税
の
納
税
証
明
書

（３）

市
町
村
長
が
発
行
す
る
市
町
村
税
の
納
税
証
明
書

（４）

税
務
署
長
が
発
行
す
る
法
人
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
納
税
証
明
書

（５）

申
請
時
の
直
前
の
事
業
年
度
の
決
算
（
以
下
「
直
前
決
算
」
と
い
う

）
を
明
ら
か
に
す
る

。

（６）
書
類
（
法
人
に
あ
っ
て
は
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
利
益
金
処
分
計
算
書
又
は
損
失
金

処
理
計
算
書
、
個
人
に
あ
っ
て
は
損
益
計
算
書
及
び
資
産
負
債
調
（
貸
借
対
照
表

（
営
業

）
）

年
数
が
一
年
未
満
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
決
算
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
は
、
申
請
時
の
直
前
三
月
以
内
に
お
け
る
営
業
の
事
実
を
証
す
る
書
類
）

二
８
及
び
９
の
者
に
該
当
し
な
い
旨
の
誓
約
書

（７）

二
３
及
び
４
の
許
可
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

（８）

電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

（９）

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
権
限
を
営
業
所
等
の
長
に
委
任
す
る
場
合
に
は
、
委
任
状

（10）

下
水
汚
泥
の
運
搬
の
用
に
供
す
る
車
両
の
写
真
及
び
自
動
車
検
査
証
の
写
し

（11）

の
申
請
書
に
記
載
し
た
下
水
汚
泥
の
運
搬
の
実
績
を
証
す
る
書
類

（12）

（１）
か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（13）

（１）

（12）

２

提
出
期
間

令
和
七
年
一
月
六
日
（
月
）
か
ら
同
月
三
十
一
日
（
金
）
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
県
の
休
日

（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す

る
県
の
休
日
を
い
う
。
六
１
に
お
い
て
同
じ

）
を
除
く
。

。

３

提
出
場
所

岡
山
県
備
前
県
民
局
建
設
部
建
設
企
画
課

〒
七
〇
〇

八
六
〇
四

岡
山
市
北
区
弓
之
町
六
番
一
号

－

電
話

〇
八
六

二
三
三

九
八
三
八

－
－

４

提
出
方
法

２
の
期
間
中
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
の
間
に
３
の
場

所
へ
持
参
し
、
又
は
書
留
郵
便
若
し
く
は
信
書
便
に
よ
り
２
の
期
間
中
（
必
着
）
に
３
の
場
所
へ

送
付
す
る
こ
と
。

四

入
札
参
加
資
格
の
審
査
事
項

１

平
成
十
六
年
度
以
降
の
い
ず
れ
か
の
年
度
に
お
け
る
下
水
汚
泥
の
運
搬
の
実
績

２

申
請
時
に
お
け
る
下
水
汚
泥
の
運
搬
の
用
に
供
す
る
車
両
の
保
有
状
況
及
び
当
該
車
両
の
う
ち

二
台
以
上
が
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
３
の
許
可
に
係
る
届
出
を
し
た
車
両
で
あ
る
こ
と
。

（１）

積
載
量
は
九
・
〇
ト
ン
以
上
、
車
体
寸
法
は
長
さ
七
・
八
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
幅
二
・
五
〇

（２）
メ
ー
ト
ル
以
下
及
び
高
さ
三
・
一
五
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

荷
台
は
水
密
性
が
あ
り
、
開
閉
可
能
な
覆
い
等
に
よ
り
飛
散
、
流
出
及
び
悪
臭
の
防
止
の
措

（３）
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

荷
下
ろ
し
の
際
、
荷
台
が
後
方
に
傾
斜
す
る
機
能
を
有
す
る
こ
と
。

（４）
３

直
前
決
算
に
お
け
る
自
己
資
本
金

４

直
前
決
算
に
お
け
る
流
動
比
率

５

申
請
時
に
お
け
る
従
業
員
数
及
び
運
搬
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
運
転
員
数

６

申
請
時
ま
で
の
営
業
年
数

７

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

五

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間

申
請
者
に
入
札
参
加
資
格
を
付
与
し
た
日
か
ら
そ
の
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
三
月
末
日
ま
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で
と
す
る
。

六

資
格
認
定
通
知
書
の
交
付
期
間
、
交
付
場
所
及
び
交
付
方
法

１

交
付
期
間

。

、

。

申
請
者
に
入
札
参
加
資
格
を
付
与
し
た
日
か
ら
随
時
交
付
す
る

た
だ
し

県
の
休
日
を
除
く

２

交
付
場
所

三
３
の
場
所

３

交
付
方
法

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
の
間
に
直
接
受
け
取
る
こ
と
。

な
お
、
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
宛
先
を
明
記
し
、
三
百
五
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒
（
Ａ
四
サ
イ
ズ
の
用
紙
が
折
ら
ず
に
入
る
大
き
さ
の
も
の
）
を
同
封
の
上
、
三
３
の
場
所

へ
請
求
す
る
こ
と
。

七

問
い
合
わ
せ
先

三
３
の
場
所
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〔
六
〇
八
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
瀬
戸
内
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知

が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
六
年
十
二
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛

窓
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
、
四
級

基
準
点
測
量
、
路
線
測
量
及
び
現
地
測

量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令

和
七
年
二
月
十
四
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和６年１２月６日　岡山県公報　第１２６５８号



◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
六
十
八
号

平
成
五
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
二
十
四
号
（
指
定
講
習
機
関
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
六
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

本
則
の
表
二
の
項
中
「
備
前
市
大
内
九
四
六
番
地
」
を
「
岡
山
市
北
区
野
殿
東
町
三
番
二
五
号
」
に

改
め
る
。
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◎
岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
公
示
第
三
号

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
規
程
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
百
五
十
回
岡
山

県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

令
和
六
年
十
二
月
六
日

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会

長

加

藤

卓

夫

一

日
時

令
和
六
年
十
二
月
十
六
日
（
月
）

午
後
一
時
十
五
分
か
ら

二

場
所

岡
山
市
北
区
丸
の
内
一
丁
目
九
番
六
号

児
島
湾
漁
村
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
六
）
二
二
五

三
八
五
四

－

三

議
題

第
一
号
議
案

会
長
及
び
会
長
職
務
代
理
者
（
副
会
長
）
の
互
選
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

岡
山
県
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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